























二九日までの分である。 『看聞日記』を現代 訳した経緯などについては、 （一）を参照されたい。



































立つか座るかの姿勢で弓を射ることを意味する。しかし、ここ は後掲三日の記事 ように、百本の矢を射るこ 意味 て る。
二日、晴。夜になって雨が降り出した。小弓を射た。明日、百手をや










田向経良三位が一番多く射当 そういう経緯で、百手終了後、これまでの酒宴の費用は私がもつことになった。その後、 田向三位 ・庭田重有朝臣・田向長資朝臣、それに村人たちがお酒を用意して、数献の酒宴となった。夜遅くになって宮家に戻った。
　　
今回の百手会の射手は、私・椎野寺主・田向三位・重有・長資ら
朝臣、村人の行光・小川禅啓 芝俊阿・広時・下野良村・小川有善・内本善祐らであった。弓場は東向きに的をかけた。殿上人より上位の者は室内か 矢を射 村人たちは庭先から射た。
四日、朝早くいつものように節供のため、屋根に菖蒲を葺いた。薬玉


















蔵堀池のうちの性徳院領地の山野について生島明盛に心がける （※）よう命じた命令書を書き、この使者に与えた。 つものように、小弓の勝負をし 。

























よると、小河殿の娘と若君との間には何もなかっ らしい その娘は室町殿御所で 家して尼にな れたという 小河殿としては無念なことであろう。
源氏物語書写の依頼十九日、晴。いつものように小弓を射た。さて水無瀬具隆三位入道が
源氏物語の橋姫・夢浮橋の二帖と表紙を金襴で飾っ 料紙を送ってきた。私に源氏物語の書写を依頼してきたの 「私は悪筆 で書写など思いもよりません」とすぐに返却した。
　　
この源氏物語の双紙を企画した主は、誰なのであろうか。もしか




























路に、大きな木戸をお立てになった。そして日が暮れる前から その木戸を閉ざして誰も通さず、警戒しているという。細川満元管領らが御所を訪れても、御所 中にはお入れに らなかったそうだ。
四日、晴。午後一時にまたマラリアの発作があった。気分がとても悪







河殿についてのお見舞いは、先日、広橋が室町殿へお伝えしたという。そのついでに、 「この伏見宮家に、男 子がいるかどうか」 、室町殿がお尋ねになったそうだ。広橋は「存じませんので、伏見宮家に照会してみましょう」と答えたという
　　
どうも青蓮院の義円や仁和寺御室の永助法親王にはいずれもお弟
子がいないので、男の子は大事だと目を付けられているようだ。室町殿は、 「伏見宮家に男の子が るという わさを聞いたので、本当かどうか尋ねてみたのだ」と仰ったそうだ。 「男の子は一人もおりません」と田向三位は広橋 答えたと 。 ころが広橋 隠しているのではないかと内心まだ疑っているらしい 私に男の子が生まれな のは、とても不運 こと ある。
畠山と山名に対する処分の動き　　
世間で物騒なうわさになっているのは、畠山満則修理大夫入道と



























帰住することは難しいという実情を室町殿へうまくご理解していただくよう、 広橋へ書状を書 た。書状 礼節として、 本文末尾を「謹言」と書き止めた。ただ思うところ あって、名前も記載した。また広橋とは、室町女院領の とで、相談することも
侍所所司代での顛末十二日、晴。田向三位が帰ってきた。侍所所司代のところへ出頭した
が、三木善理は来なかった。使者を派遣して何度も呼び出しをかけたが、とうとう来なかった。そのような状況を所司代に説明し おいた。今朝もまた禅啓は所司代の所へ行ったが、三木はなおも出頭しなかった。結局のところ、 三木は 司代を怖 って るのだろう。
－ 63 －
薗部：『看聞日記』現代語訳（八） 
























い。鹿苑院主の弟子たちはみな、相国寺に休暇を申請して寺を離れた。しかし弟子たちは許されて、相国寺に戻ったそうだ。室町殿はとても不快に思っていらっしゃるの 、今回の出来事 口にすることさえ憚られる状況らし 不都合なことである。 香雲庵主が来 。
備中国大島保・播磨国飾磨津別府十七日、晴。栂尾の経増が酒一献分の銭を持参してきた。これは、願























生前、父の栄仁親王はこの命日には必ず大光明寺へ焼香 にお参りなさっていた。しか 、私は今日、お参りしなか 水無瀬具隆が依頼していた源氏物語の書写を、今日から始めた。まず夢浮橋を書いた。
　　
聞くところによると、京都に滞在中の対御方は、椎野寺主がいる








としているらしい。祇園社の修行坊などの坊々へ、悪党たちが乱入していると う。さらに 周辺の家々を没収するように壊しまくって、篝火 して焼いている。もし大津の馬借たちの訴えが通らなければ、祇園社に放火すると喚いているらしい。
　　
彼らを追い払うため、幕府の侍所から大軍が悪党のところへ向
かっていった。 かし合戦にはならず、賀茂川 河原で両者にらみ合いになっているら い。京都市内には、この騒動を見物しようと大勢が雲霞のごとく集まっているようだ。将軍が馬借たちに命令書を出したことにより、騒ぎは収まったという 事の起こりは、米売買ルートの開通をめぐる争いにあるらしい。この件で円明坊が根拠のない決定を下したことが原因のようだ
深草郷内の合戦二十六日、晴。今日の明け方、深草郷で合戦があった。これは同じ深
草郷内（※）での争いだという。伏見荘からも所縁によりそれぞれの方へ加勢した者たちが た。この村人たちも少しけがを たらしい。




去し、そこに障子を三枚立てた。この障子 萩原殿宮直仁親王のものであった。 の の絵は、花園天皇が自らお描きになったもの
である。また裏辻忠季卿の筆も交じっている。色紙形に書かれた漢詩は、青蓮院尊円法親王の直筆だ。あれやこれや、とても貴重で、大事にしている障子である。鶴・鶏・鵞・鴻などの絵が描かれている。ただし一部壊れているので、修理させるつもりである。
二十八日、晴。昨日同様、工事が行われた。そして今日、完工した。二十九日、晴。綾小路信俊前参議が来た。このところ顔を出していな
かったので、珍しいことでう し 。一献の酒宴を綾小路が用意してくれた。綾小路は、近年恒例となっている六月祓 茅輪を作持っ きてくれた。
　　
まず、風呂に入った。その後、音楽会をした。平調の曲を七つ、
朗詠二首をした。夜にいつものよう 六月祓を た 綾小路前参議が茅輪を出した。田向経良三位らも同じようにお祓いをした。その後さらに一献の酒宴をした。
七月一日、晴。 「初秋のよい季節で、とても幸せだ」と予祝した。豊
原郷秋が来た。綾小路前参議が伏見宮家におられると聞いたので来たそうだ。音楽会をした。双調の鳥破・鳥急・颯踏入破・賀殿急・北庭楽・伴奏付きの朗詠・胡飲 破・酒胡子・武徳楽・陵王破を演奏した。 綾小路前参議と田向長資朝臣は太鼓も打った。 郷秋は今夜、宮家に泊まった。
二日、晴。豊原郷秋がいるので、今日も音楽会をした。黄鐘調の桃李















夕で、和歌を梶の葉に書 て奉納した。光厳上 の命日なの 、大光明寺に行って、焼香した。光厳上皇 命日にお りする は、私の代になって初め のことである。田向経良三位・庭田重有朝臣・田向長資朝臣を連れていき、お経をあげた。地蔵殿で冷水 ・ 干し米果物をお供えし、下ろしたお供物を皆で食べ 次に、長老と会ってお話ししてから、帰った。
　　
さて七夕に奉納するため、草花を集めた。まず会所にした常御所










下司の役として広時が節供の準備をした。三献の酒宴が終わって、七夕に奉納した和歌のお披露目があった。田向三位・重有朝臣・長資朝臣らが和歌を詠みあげた。和歌を出し 、私・椎野寺主・二位入道光恵・綾小路三位（田向三位） ・重有朝臣・長資朝臣・冷泉正永・冷泉永基である。三十首のお披露目が終わって また一献の酒宴となった。節供の儀式が終わって、音楽会となった。一緒に演奏したのは長 一人だけだった。特に盤渉調の曲 七つと朗詠などを七夕に奉納した。
上皇御所の音楽会　　
さて上皇御所の七夕花合わせも通例通りだったそうだ。今出川公














知っていますと申告したが、筝の説は知らなかったので演奏を差し止められた。山村景親は知っていますと申告した。豊原郷秋は三つの説すべて知っ いますと申告したので、神妙であると後小松上皇様からお褒めがあ た。その他の者 ちはほとん 知りませんと申告したそうだ。
　　
それで三反の説で演奏したのは、今出川左大臣・洞院中納言・中




























た。芝殿は勾当局のところへ行 て、新内侍のことをいろいろと聞いてきたそうだ。後小松上皇様は、田向経良三位・庭田長資朝臣・世尊寺行豊朝臣の三人を特にお疑いにな ておられるという。新内侍の母である勾当局が窮地に立たされることは かれこれの事情からして、仕方のないことであろう。
伏見荘延光名の名主職十二日、晴。正親町三条公冬大納言が言うには、延光名の名主職を正








ことには「昨日、室町殿が鹿苑院にいらっしゃる時、私に仰ることには『新内侍は今春の二月に伏見荘の山田 籠っている時、たびたび伏見宮家に呼ばれて寵愛されたそうじゃないか。また宮家では猿楽を鑑賞しながらの酒宴もあり、それが乱れた会 もなっ とも聞き及んでおる。懐妊したのはこ だから、お相手は伏見宮貞成様であるのは間違いないところだろう。使者を派遣して詳しい事情を尋ねるべきだろうが、 まず 内々に広橋からお尋ね みなさい』ということだった。
　　
それに対して広橋は『私は伏見宮家とは疎遠でございます。常宗









位と重有朝臣の二人は、それは貞成様への全くの言いがかりだということを具体的に話したという。それに対して、 「そうであれば、伏見宮様の書状をください。それを明日、室町殿にお見せします」と常宗は返事したそうだ。 「それで、 急いで伏見 戻ってきたのです」と両人は報告した。とても驚いたし、戸惑うばかりだった。こ 夕方は盂蘭盆会なので、水などを廻向する ずだったが、お経を読んでいる場合ではなくなった。まずは驚くばかり ある。
新内侍懐妊疑惑への申し開き十五日、 晴。朝早く常宗に書状を出した。詳しいことをかなで書いた。　
その内容は多岐に渡るが、要は、か 新内侍 以前も今も伏見宮家へ来たことは一度もない、この世に生を受けて以来、まっ く会ったことはないのだから、かえって申し開き する でもない、うことだ。また伏見宮家に仕えている者たちも この春に新内侍がお籠りしている間、彼女とまったく連絡も取っていないし、会ったこともない。 れらの を起請文（※）の形にし 書きますと、皆が言っている 山田香雲庵主に尋ねたところ、 「新内侍が籠っいた二十日間は、門外に彼女を出してはおりません。固く警固していたので、まったく間違いはありません」と う内容 起請文をいてくれた。これらのことにつ ては嘘偽りがな こ を誓う起請文の形にして、詳しい内容の書面 し 送った。
盂蘭盆会で蓮飯を供える　　
盂蘭盆会で、蓮飯をいつものようにお供えした。その後、大光明






田香雲庵主起請文 原本は常宗 ところに提出してあ 。 田向三位 ・
　
























































間も病にふせっていたらしい。このような病状を考慮して、 この前、彼を中納言 昇進させたというこ だ。
伏見荘の地侍たちに千度参りをさせる　　
さて伏見荘の地侍たちに御香宮に千度参り、山田宮と権現にも同












をお見せしたら、 「恐れ多いことだ」と仰って、室町殿ご自身でご覧になろうとはしなかった。それで広橋に読んで聞かせなさいと仰ったので、すぐにお読みした。伏見宮家 お仕えする者たちをも調査するというところまで んだところ（※） 、 「むりやり、このようなことまでさせるほど伏見宮家 追い込むとは、 恐れ多いことだ」と室町殿は という。
　　











場所について問いただしたそうだ。岩頭は、 「伏見宮様にお目にかかったことは全くありません 、猿楽をご覧に入れたこ もございません」と答えたという。これで た、さらに室町殿のご不審は晴れたようだ。室町殿のお考えとして、今回の件は全くのいいがかりだとお思いになったことであろう。
藤原能子勾当局の進退　　
新内侍の母である勾当局の進退について、 「今後は召し使わない







北野天満宮への代参二十五日、 雨が降った。 朝早く、 御香宮 ・ 山田宮 ・ 権現の三社に参詣した。







しが下された。冷泉永基が上皇御所の取り次ぎ役だったので、その品を正永が持ってきてくれたのである。堆朱 （ついしゅ） 香箱 （※）が金襴の袋に入っていた。そ に堆朱のお盆や引合紙二十帖も下さった。思い けないことで、とても喜ばしい。近日、上皇様のお気持ちにそぐわないことがあったばかりなのに、こ ようにお返を下さったということは、伏見宮家が無実であったことを上皇様もお認めくだ ということであろうか。このことを思う 、喜びやめでたさも相半ばといった心持ちになるものだ。
※「香箱」…香箱には「張成造」という割注があるが、未詳。二十九日、雨が降った。夜になって、車軸のような大雨となった 深
夜から翌日の明け方にかけて、 雷が落ちて大地 揺れ 。雷の光 、まるで昼のような るさだった。
三十日、晴。冷泉正永が帰っていった。八朔の進物の準備で、ただた
だ忙しかった。
八朔の贈答品八月一日、 晴。 「八朔のめでたい習わしで、 秋のめでたい兆しがあって、











時分に京都から送り出したのだが、使者が途中で日が明けるのを待っていたので、届くのが今日になってしまったそうだ。室町殿からは絹織物の練貫三重と縁を金めっきで飾った太刀一振、若君からは銀の水瓶、紫檀の机、銚子提、それに引合紙十帖であった。初めてのお返しなので、 特にうれしかった。琵琶法師の了珍座頭 来て、平家物語を四～五句語っ 。ご褒美に扇と檀紙などを与えた
三日、雨が降った。今出川家から三日憑みの酒一献などが送 れてき

























仕するそうだ。それで今日の夕方から八幡宮に向かった。世尊寺行豊朝臣も一緒だという。聞くところによると、先日焼失し 相国寺法界門は先月に立柱し、つい 前 竣工したそうだ。
石清水八幡宮放生会神幸の延期十五日、晴。石清水八幡宮放生会で神人たちが訴訟を ので、お神
輿の巡行は取りやめとなった。三十余りの条項に渉る訴訟で そのほとんどに判決はでている。しかし今なお大き 訴訟項目が残っているので、お神輿を神人たちが引き留めた。そのため、仕 なく巡行は中止となった。お神輿巡行は来月になる模様だという。
　　
一昨年も、同じような事情で神輿巡行が延期となり、今年もまた




























座が以前から何度も仰 ていたので、 今回、 取り出してお見せした。ご希望であろう 思い、そのうち三粒をさしあげた。お彼岸 最終日であったので、 他の者 ちにも仏舎利 見せた。仏舎利に対して、焼香した。ま 庭田重有朝臣が持 る仏舎利も周乾首座にさあげた。













で、本尊の観音像を拝見 た。住職がお酒を振る舞 てくれ 思いがけなく、二～三献の酒を飲んで帰ってきた。
　　
その後、蒼玉庵主がお酒を少し持参して宮家に来た。 「留守の間
－ 78 －
山形県立米沢女子短期大学紀要　第52号
にいらっしゃったそうで、何のおもてなしもできぬ不行き届き、誠に申し訳ございません」と申した。面会して、 「こちらこそ、お留守の間、勝手に栗拾いをして申し訳ない」と謝っておいた。酒を出してから、庵主はすぐに帰っていった。 （続）
